
本年度のおでかけまほろん
　本年度も体験学習支援事業の「おでかけまほろん」を 20 回実施しました。機関別の内訳は、小学
校 18 校、公民館１館、養護学校１校と小学校がほとんどを占め、１校を除いて５，６年生での利用で
した。地域別では、県北５ヶ所、県中７ヶ所、県南１ヶ所、会津３ヶ所、相双２ヶ所、いわき２ヶ所
となっています。
　体験内容では、火おこし体験が圧倒的な人気で、19 ヶ所での実施となりました。勾玉づくり体験は
８ヶ所、弓矢体験は５ヶ所で実施しました。また、昔の遊び体験の中では、伊達市立堰本小学校では
校庭に白線を引いてもらって、毬杖（ぎっちょう）を体験してもらい、白熱した試合を行うことがで
きました。
　まほろんには、県内各地域の調査資料がたくさん収蔵されています。おでかけま
ほろんを実施するにあたっては、学校のある地域の収蔵資料を持参し、子供達に実
際にさわってもらう体験も行い、とても好評です。
　来年度も 20ヶ所で、実施する予定で、２月はじめに募集を開始する予定です。是
非お早めにお申し込みください。詳しくはホームページをご覧ください。

校庭で毬杖（堰本小学校）
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製鉄イベント報告その１

　今から 1,200年ほど前の平安時代、福島県浜通り地
方の北側、現在相双地域と呼ばれる一帯には、砂鉄
から鉄をつくる製鉄炉が数多くありました。まほろ
んでは、これらのうちの一つの製鉄炉をモデルにし
て、２年に１回、砂鉄から鉄を作る「古代の鉄づく
り」を実施しています。今回と次回の２回にわたり、
11 月２～４日に行った「古代の鉄づくり」について
報告します。
　目指した鉄は、平安時代の製鉄工人が作った鉄と
同様の“銑鉄”（ズク；鋳物用の鉄のこと。南部鉄瓶
や風鈴など、鋳型に流し込んで鉄製品をつくる際の
素材。）です。このズクを作るために、前回までの操
業と変えたものと変えなかったものがあります。
　鉄を作るための原料（砂鉄）・燃料（木炭）・材料
（粘土）は変えませんで、過去２回の操業と同様のも
のを使用しました。これらを変えてしまうと、今ま
での操業データとの比較ができなくなるからです。
また、平安時代の製鉄炉をモデルとしていますので、
送風装置や炉の規模も変えませんでした。
　変えたのは、羽口（送風用の土管のこと）の装着
角度と、砂鉄の性状です。羽口の装着角度は前回ま

では 30°と比較的急角度でしたが、今回は 12°と浅
くしました。これは、モデルとした平安時代の製鉄
炉から見つかった羽口と同様の角度です。
　砂鉄は、前回までは比重選別して乾燥させた砂鉄
を、そのまま炉内に投入しましたが、今回はもち米
でノリをつくり、ノリでせんべい状に固めた砂鉄を
投入しました。これは、炉内での砂鉄の落下速度を
少しでも遅くすることをねらったからです。
　なぜ、落下速度を遅くするのか？というと、鉄は、
砂鉄から鉄に変化する際に炭素がたくさん鉄に入る
と、鉄の融点温度が低くなる性格を持っているから
です。炉内で生成鉄を液状にすれば、ズクが生成で
きるはずと考えました。
　このような、ねらいを元に、炉を構築し、操業が
始まりました。操業時間は30時間を超える過去に経
験したことのない長丁場となりました。操業とその
結果については、次回お話しします。

餅つき大会報告

　去る12月９日、まほろんイベント「餅つき大会」
を行いました。今回は、ご近所の回覧板を通じての
広報活動を行った成果もあり、500名を超えるみなさ
んが参加してくださいました。
　横

よこぎね

杵と竪
たてぎね

杵で合計１斗６升の餅をつき、きな粉餅
とあんこ餅にして汁物と一緒に振る舞いました。小
さなお子さんたちには、「うさぎさんのお餅つき」の
竪杵が好評で、楽しそうにお餅をつけました。

＜砂鉄せんべいづくり
のようす（上）とできた
砂鉄せんべい（下）＞

　＜風箱（左右の箱）と炉底のようす＞

　＜羽口設置のようす＞



まほろん春の展示案内

まほろん研究広場
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方郡－
会　期：３月15日㈯～５月11日㈰
入場料：無料
　新編陸奥国風土記の第７回目となる今回は、行方
郡（南相馬市と飯舘村の付近）の収蔵資料を展示し
ます。一部を除いて、ほとんどの資料が真野川流域
のものとなっていますので、「真野川沿いに住んだ
人々」をサブテーマとして、収蔵資料から昔の暮ら
しのようすや生業のようすなどを復元する予定です。
　旧石器時代では、南相馬市荻原遺跡の旧石器を展
示します。荻原遺跡からは、後期旧石器時代のナイ
フ形石器などの石器群
がみつかっています。
　縄文時代では、真野
ダムの建設に伴って、
上流域で数多くの遺跡
が調査されて、この地
域では、縄文時代早期
から晩期までの各時期
の集落跡が見つかって
おり、この中から代表
的な遺跡の出土品を展
示します。

　古墳時代では、真野古墳群出土の双
そうぎょはい

魚佩（金銅製
の飾りもの）の復元品が当館に収蔵されており、実
物とともに展示します。
　奈良・平安時代では、下流域の金沢製鉄遺跡群の
資料を展示します。金沢製鉄遺跡群は、古墳時代末
から平安時代にかけての一大製鉄コンビナートとも
言える日本でも有数の鉄生産地でした。当館野外展
示のモデルにもなっている製鉄炉の資料や官人の火
葬墓の資料などを展示します。
　近世では、幕藩体制の下での鉄づくりの資料とし
て、五台山Ａ遺跡の製鉄に関連する資料をご紹介し
ます。
　様々な資料を準備し、よりわかりやすい展示とし
たいと思います。皆様のご来館をお待ちしています。

＜香炉形の縄文土器＞

＜大船さくＡ遺跡南地区出土土器群＞

アンギンを考える～その 1「コモヅチ」～

＜①復元したアンギン台とコモヅチ（越後アンギン型）＞
＜②自然石の小石をコモヅチとして使用した実験＞

　アンギンとは、炭
すみだわら

俵や蓆
むしろ

の編み方と同じように、
緯
よこいと

糸にコモヅチの付いた経
たていと

糸を絡
から

めて編み進めて
作った布のことで、コモヅチは錘

おもり

としての役割をし
ています。
　アンギンは、縄文時代の遺跡からも十数例出土し
ていますが、土器の底部にもその痕

こんせき

跡が残っている
場合もあります。やがて弥生時代になり大陸から織
物の技術が伝わってくると、アンギンは急速に衰え、
鎌倉から室町時代の頃に時宗の僧侶が着ていた法

ほうい

衣
を除いては、ほとんど消滅してしまったようです。
この後アンギンが私たちの前に姿を現すのは江戸時
代の後半以降、新潟県中越地方という限られた地域
においてです。これは越後アンギンとよばれ、製作
にはまほろんの実技講座等で使用されているような
アンギン台と木製のコモヅチ（写真①）が使われて
いますが、縄文時代にはどのような方法でアンギン
が編まれていたのかはよくわかっていません。アン
ギン台の一部と考えられる木製品の出土例がないこ
とやコモヅチと推定できる錘

おもり

がはっきりとしないこ
となどからです。
　しばしば縄文時代の住居跡やゴミ捨て場の中から、
漁
ぎょもう

網の錘と考えられている土
どすい

錘や石
せきすい

錘、土器片
へんすい

錘等
が出土することがあります。これらの遺物は、表面

の溝に糸をかけられることもあり、コモヅチとして
使用しても最適だったと考えられます。
　そこでまほろんでは、実際に遺跡等から出土した
土錘や石錘とほぼ形状が同じものを製作したり、ま
た自然の小石等も使用しながら、実際にアンギンを
編んでみました。その結果、大きさに関係なくある
程度の重さがあれば、編み進めることができるとい
うことがわかりました。しかし錘の幅が広いと経糸
の間隔も広くなり、細密な編目を作ることは困難に
なりました。写真②は自然の小石を使用した時のも
のですが、コモヅチとして使用するうえで何の問題
もありませんでした。このことから、住居跡内等に、
ある程度まとまって出土している土錘はもちろんの
こと、小石等も今後注意しながら取り上げ、検証す
る必要あるのではないかと考えます。
　次回は、アンギン台を使わない方法について、実
験結果を報告する予定です。
　　　　　　　　　　　　（主任学芸員　佐藤悦夫）

① ②



まほろんからのお知らせ

研修だより

シリーズ収蔵品紹介４

　今回紹介するのは、いわき市の白
しらいわほりのうちいせき

岩堀ノ内遺跡か
ら出土した弥生時代の石器です。福島県内の弥生時
代の石器は、浜通り地方北部の資料を中心に考えら
れてきましたが、近年では浜通り南部のいわき地域
でも資料が増加しつつあります。白岩堀ノ内遺跡も
そのひとつで、常磐自動車道建設に伴う発掘調査に
よって、遺物包含層から弥生時代中期（天神原式期）
の石器が約2,000点みつかっています。
　その種類をみると、太

ふとがた

型蛤
はまぐりばせきふ

刃石斧、扁
へんぺいかたはせきふ

平片刃石斧、
ノミ形石斧などのいわゆる「大

たいりく

陸系
けい

磨
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製石斧」に加え、
報告書で「抉

えぐ

り入り両刃石斧」と呼称している特異
な石器が認められます。太型蛤刃石斧は、おもに木
を伐採するために用いられた道具、扁平片刃石斧と
ノミ形石斧は木材加工に用いられた道具だと考えら
れています。抉り入り両刃石斧は、敲

たた

いたことによっ
てできる痕跡が刃の部分に観察されることから、何
かを敲

たた

く道具であると想定されていますが、その使
用法についてはよくわかっていません。

　本遺跡からはこのほか、石
いしぼうちょう

包丁やコーングロスが
付着した石器、根刈り具として用いられたことが想
定されている板状石器など、稲作に関連する石器も
出土していますが、中心となるのは石斧などの工具
類です。このことから、ここで暮らしていた弥生時
代の人々は、山と深い関わりをもった生活を営んで
いたと考えられています。

　＜白岩堀之内遺跡から出土した弥生時代の石器＞

縄文時代中期末葉の土器研究
　　　　　　　　　　　　　　　（時代別研究研修）
　時代別研究研修は、まほろんに収蔵されている遺
物を実際に観察しながら、その遺物が使用されてい
た時代に関する研究成果を学ぶ文化財研修です。
　今回のテーマは、「縄文時代中期末葉の土器研究」
で、当館の学芸グループ課長鈴鹿良一が講師を担当
し、12月15日㈯に実施しました。
　福島県内の縄文時代中期末葉の土器は、近年、大
規模な集落遺跡の調査が相次いで行われたため、良
好な資料が増加しています。その多くが、まほろん
にも収蔵されています。
　これらの収蔵資料の中から、研修用に135点の土器
を選び出しました。135点もの土器が並んでいる様は
壮観です。研修は、午前に講義、午後に実物の考古
資料を見ながら解説を行いました。
　今回の研修は、43名の方が受講しました。受講者
の中には、昼の休憩時間にも熱心に土器の観察をし
ている方もいらっしゃいました。受講者のみなさん

からは、「たくさんの実物資料を見ることができてよ
かった。」との感想を多くいただきました。土器を間
近で観察することによって、図だけではわからない
土器の形や文様の変化のようすを学んでいただけた
ようです。
　時代別研究研修は、多くの資料を収蔵しているま
ほろんならではの研修です。来年度も時代別研究研
修を予定していますので、奮ってご参加下さい。

　＜研修のようす＞

おでかけまほろん募集
　今年も２月１日から、来年度の「おでかけまほろん」
の募集を開始いたします。今年も20団体を募集する
予定です。例年午前中で募集
枠が一杯になってしまいます
ので、是非お早めにお申し込
みください。

ご利用案内
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日・休日の場合はその翌日、

ただし夏休み期間中は開館）国民の祝日の翌日
（土曜日・日曜日にあたる場合は開館）、年末年始

入 館 料　無料（体験学習によっては、材料費が必要な
場合もあります。）

そ の 他　団体（20名以上）でご利用の場合は、事前にご予
約ください。


